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『イエズス会士に囲まれたジョイス』1
-ジョイス研究史上の意義をめぐって-
金 田 法 子
はじめに
アイルランド出身の小説家ジェイムズ ･ジョイスは､20世紀の最も重要な作家の一人とされる｡著
番には rダブリンの市民J(Dubliners)､r若い芸術家の肖像J(APortraitoftheArtistasaYoung
Man)､rユリシーズ』(Ulysses)､rフイネガンズ ･ウェイク｣(FimleganSWake)などがある.
ジョイスは1882年2月2日に生まれた｡キリス ト教徒として洗礼を受けた後2､6歳を過ぎた頃よ
り21歳までの学校教育の全てをイエズス会が道営する教育施設で受けた｡そうした中､彼は一時､司
祭を天職と考えたこともあった3｡しかし､その思いは徐々に変化を見せ､大学を卒業した頃 (ジョ
イス､22歳)｢私の心は､現在の一切の社会秩序及びキリス ト教を拒絶する｣4(Mymindrejectsthe
wholepresentsocialorderandChristlanity)と述べ､また ｢私は､普くもの､語るもの､行うこと
によって､それ (教会)に公然と戦争を挑む｣(Imakeanopenwaruponitbywhatlwriteand
sayanddo.)5と言い､教会への深刻な敵意を表すようになる｡さらにその2年後の24歳の時には､｢教
会はアイルランドの敵である｣(Theenemyoflreland)6とまで言い切るのである｡
一方､ジョイスは r若い芸術家の肖傾Jの中で､ジョイス自身とされる主人公の青年に､イエズス
会士について次のように語らせている｡｢司祭たちはこの世の策略､学識､狭智を､命じられるままに､
イエズス会の rイエスのより偉大な栄光のためにjというモットー の下､それを操ることに喜びを感
じるわけでもなく,といって､そうすることの中に含まれている悪に対して憎悪を感じもせず､ただ
ひたすら服従の身振りでそれらを繰り返しているようだ｣7｡一方､弟スタニスロースの回顧録には､
Sulhvan.KevinJoyceamo71gtheJesuits.GreenwoodPressPubhshers.1958.
著砂の題名は rイエズス会士に囲まれたジョイス｣となろう｡ケゲイン･サリバン氏 (KevinSuluvan.1919-
1987)は元コロンビア大学大学院学科長｡その名から氏はアイルランド出身のアメリカ人であると推察する｡
ElImann,Richard,JamesJoyce.OxfordUniversityPress,1983.p.23.
ジョイスは1982年2月2日に誕生し､その3日後､2月5日にSt.JosephlschapelofEase(現在はダブリン市
テレニュアのTheChurchofSりoseph)で洗礼を受けている｡
Joyce.James.APorlTlaitoftheArtistasaYoIJ7gMan.WordsworthClassics,1992,p.121.
Joyce,James.SelectedLetersofJamesJoyce,ed.Elmann,RIChard.FaberandFaber.1975,p.125.
22鼓の時に将来の伴侶となる女性に宛てた昏状｡
Ibt'd.p125
IbzLd,pp25-26.
JoyceJames.AportraltOfEheATtZ'SEasaYou71gMal.WordsworthClassics.2001,p143
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次の様な文言が見られる｡｢兄のカトリックとの決別にはそれなりの理由があった｡兄はだれよりも
徹底 して虚偽を憎悪 し､個人の自由を信 じた｣(Hedetestedfalsityandbehevedinindivldual
h･eedom.)8｡
ある日､ジョイスは弟に次のように尋ねている｡｢私のすること (芸術)とミサの秘蹟 (the
mysteryof也emass)には類似点がある?私は毎日のパン (bread)を永遠の芸術的生命を持つもの
に変え､人に知的快感 (intelectualpleasure)や精神的喜び (spiritualenjoyment)を与え､彼らの
知性と精神と魂を高めようとしている (mental,moral.andspiritualuplift)｣と9｡こうした経緯の下､
ジョイスは真 (genuine)の ｢美｣10､其の ｢宗教｣の概念を求め､アリストテレスや トマス ･アクイ
ナスなどの杏物に没頭していく｡
私の問題意識はここに存する｡それは､一時は司祭への道までも心に措いたジョイスが､なぜ一転
して教会に激しい憎悪の念を飽き教会と決別するまでに至ったのか｡ジョイスは教会批判を遂行する
に当たり､自らの最大の武器である ｢文学｣を利用したが､そこで彼が探った方法とは如何なるもの
であったのか､すなわち､彼は教会批判と自身の文学とをどのように関連付けその目的を達成しよう
としたのか｡私は一連の研究の中で彼のキリスト教に対する理解が如何に形成され､如何に破壊され
ていくのか､その過程を検証し､その上で彼の文学とキリスト教批判に架橋を試みたいと考える｡こ
うした研究には､通常､内外の優れた研究資料が欠かせない｡しかし､この分野の研究は国内では管
見の限り見当たらず､海外においても非常に限定的である11｡一方で､ジョイス文学の理解にはジョ
イスの宗教観についての理解が不可欠であり､このような領域の研究の必要性､及び､重要性を強く
確信するOそうした中､幸いにも､サリバン氏がJoyceamolgtheJesZdtsrイエズス会士たちに囲ま
れたジョイス｣を発行されていること､また､この著番に対する翻訳が未だなされていないことを知
り､今回､本番を分析し研究ノートとして纏め､ここに発表することとした｡
著者サリバン氏は､｢ジョイスが21歳になるまでイエズス会士の中で成長してきたことを考えると､
ジョイスを理解するには彼のカトリシズムを理解することが肝要であるoLかし､ジョイスとカトリ
シズムを詳細且つ体系的に結びつけた研究は私の知る限りこれまでなされておらず､そうした研究の
必要性を確信する0本著はイエズス会が道営する教育施設でジョイスが遭遇した修道士や司祭たちと
の交わりを､現存する記録や事実を通し､調査 ･分析を行うものである｣と語っている12｡
本署は次の五章から構成されている｡第一章は ｢クロンゴーズ･ウッド｣と題されタロンゴーズ ･
ウッド･カレッジでのジョイスとイエズス会士との出会いと､そこでのジョイスの生活を措いている｡
BJoyce.Stanislaus.MyBrotherゝKeebeT-JamesJoyccゝEarlyYears,DaCapoPress.1958.p.107
?Ibz'd.p.103
10 美学･狭義では芸術的な美であるが､広兼には存在論にも係わる｡
1 ジョイスの宗教関連の図番については本論最終ページ｢参考文献｣に記した｡
12 Joyceanw71gtheJesuL'ts,Ppi-3
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第二章は ｢ベルベデイアの奨学生｣と遺され､ベルベデイア ･カレッジ (日本の中学校 ･高等学校に
相当)時代の彼の学習状況や才能の開花に触れ､第三章は ｢良心の町釆｣として､ベルベデイア ･カ
レッジで彼が模範生になるものの徐々に ｢堕落｣を経験するまでを描き､第四章 ｢ステイ-ヴンス ･
グリーン｣13では､ジョイスの通学 した大学ユニバーシティー ･カレッジ ･ダブリン (University
Colege.Dub血)の創設の経緯と実情､ジョイスの学生生活とトマス ･アクイナスとの出会い､また､
後にアイルランドの政治社会で活躍するに至った友人たちとの交流を措き､第五章では ｢聖ステイ-
ヴンとし&H14｣と遺し､ダブリン大学の文学歴史協会15でのジョイスの活動について考察を行って
いる｡
私の研究は､特にジョイスのキリス ト教観の変遷を追求するものである｡このため､本論での考察
対象は､第一章から第四章前半のジョイスの大学時代までと限定し､第四章後半のジョイスの大学で
の交遊録､及び第五章の大学での課外活動については言及しない｡
I.JoyceamongtheJesuitsrイエズス会士に囲まれたジョイスj
第一章 ｢クロンゴーズ･ウッド｣
クロンゴーズ ･ウッド･カレッジ (ClongowesWoodColege)16は､ダブリンから西南西約30km､
キルデア州の広大で閑静な森の中にある｡その雰囲気はあたかも中世の城にある修道士の保輩所 と
いった感がある｡ようやく6歳7ケ月になろうとするジョイスが両親に伴われ初めてこの学校にやっ
てきたのは､1888年のことである｡この頃のタロンゴーズは､イギリス諸島のカトリック教育施設の
中では著名な存在であり､特にアイルランドでは時代の先端をいくファッショナブルなカトリック学
校として知られていた｡｢社会の中で尊敬される従順な教会の子｣17を育成することをその目的として
おり､生徒たちの多くは経済的に安定した家庭の子息たちで構成されていたoタロンゴーズのイエズ
ス会の教師たちは代々イギリスやヨーロッパ大陸で教育を受けてきており､アイルランドが単にヨー
ロッパの一角を成すものではなく大英帝国の一部を構成するものであり､その役割は政治 ･経済のみ
ならず､社会的にも文化的にも多大なものであるとの認識を持っていた｡世紀の変わり目にアイルラ
lt～stephensIGreenはジョイスの通ったダブリン大学に隣接する公園の名前である｡この通りには､国会図秒館､
博物館などがあり､ダブリン大学の通称としてこの名が使われた｡
14L&Hは､TheLiteraryandHIStOrlCalSocietyの省略oJoyceanl0ngtheJesILlS.p.173.
15Fargnol,A.NicholasandGllespie.MichaelPatrickJamesJoyceAToZ,FactsonFile.Inc.,1995,p.136.
文学歴史協会 (LlteraryandHistorlCalSociety)はニューマンが創設した学生の団体で学部学生の講演や討論を
企画･主催した｡ジョイスも横棒的に参加し､1899年には実行委月会委月長を務めている｡この協会は､1990
年代まで存続した｡
16Fargnoh.A.N.andGilesple.M.P.JCmesJoyceAtoZ,FactsonFle.lnc.1995.p.42.
ClongowesW∞dCouege,1824年にイエズス会により設立された男子のための学校｡ジョイスの時代にはアイ
ルランドで最高のカトリックの致育施設とされた｡
けJoyceamong∫keJesidts,p.22-Theywereal1.asaresultoftheirJesuittraining,preparedtoberespectable
membersofsocietyandobedientchildrenofthechurch_
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ンドで見られたグール語連盟 (GaelicLeague)18の動きに対し､タロンゴーズのイエズス会の教師た
ちが懐疑と批判の目を向けていた背景にはこうした理由があった｡
クロンゴーズに入学することは将来のエリー ト社会への帰属を意味した｡その理由で､当時裕福で
あったジョイスの父親は息子のクロンゴーズへの入学を切に望んでいた19｡クロンゴーズの生徒の受
入れは通常9歳児からであったが､ジョイスは6歳7ケ月と最年少での入学となった｡弟スタニスロー
スの回顧録には､｢兄が早熟 (precocity)であったため､入学年齢の9歳には満たなかったが入学が
許可された20｣とある｡クロンゴーズは年長で体型も上回る生徒たちとジョイスの接触を控えさせよ
うと､彼に一般の少年達の住む寄宿舎ではなく保健室の一室をあてがい､看護婦ナ二一 ･ガルヴイン
(NannyGalvin)と修道士ブラザー･ハンリー (Brother･Hanly)を付けた｡こうした特別な扱いはジョ
イスが8歳になるまで続いた｡修道士ハンリーは幼いジョイスが親しく言葉を交わすようになった最
初のイエズス会士である｡ハンリーは50歳半ばでイエズス会士に転向した人物であるが､それ以前は
薬剤師をしていた.修道士としての訓練を受けていない彼の日常業務は､ポーター､馬車の御者､便
利屋､学内で働く使用人の監督､雑用などであった｡彼は後のジョイスの作品 r若い芸術家の肖像J
にブラザー･マイケル (Bro山erMichael)の名で登場する｡作中の彼は､学校では使用人 (seⅣant)
の立場にあり､プライドや野心､権力を感じさせることのない親切な人として措かれている｡また同
時に､背が高く奇妙な顔つきをしているとの評も付け加えられている｡こうした補助職以外のハンリー
の仕事には､ミサの侍者の世話係りがあった｡記録は存在しないものの､後に ｢ジョイスと共にミサ
の倍音をした｣と友人が語っていることから､ジョイスもミサの侍者をした経験があるものと推察す
る｡
一方､ジョイスが r若い芸術家の肖像Jで触れているクロンゴーズの教師たちの中には､人格者と
して知られる校長のコンミー神父 (FatherConmee)の他､グリーソン先生 (Mr.Gleeson)がいる.
グリーソン先生は構内を巡回し学習態度が好ましくない生徒に体罰を課す学監であるが､ジョイスは
｢女性のようにふ くよかな白い手に長 くとがった爪をし､些細なことで も震え｣ と彼の倒錯
(perversion)を示唆している｡一方､パワー神父の名で登場する人物はクロンゴーズに実在したアー
'oFargnoli.A.N,andGilespie.M.P.JamcsJoyceAtoZ.FactsonFle.Inc.1995.pp.109-110.
E]本譜訳 .ジェイムズ協会訳､rジェイムズ･ジョイスITg典J松柏社､1997年､205ページ｡
GaelicLeague:1893年に創設された文学的･政治的教会｡広範な民族主益的アイルランド文芸復興の一部として､
ケール語 (アイルランド語)をアイルランドの口語として復活させ､アイルランドのナショナリズム､文化､
文学を振興させようと務めた｡
19 Jackson,J W.andCosteuo.P.JohnSLam'slazLSJoyce,St.Martinlspress,1997,pp.151-152
ジョイスの父親はアイルランド解放運動の指導者Daniel0-connelの信奉者であった｡0'connelがその子息た
ちをクロンゴーズに入学させていたという事実も､ジョイスの父親にジェイムズのタロンゴーズ入学を決めさ
せた要因となった｡
3'JoyceamongEkeJesuits.p14.-Joyce.Stanislaus.JamesJoyceIAMemoir.TheHudsonReview.p.487.
'Duetohisprecocity.hewasadmited･･whenbarelytunedsix.though theminimumagerequirementWas
nine.
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ノル神父 (FatherARnal1)である｡12年の教師歴を持ち生徒達の告解を聞くなどし理解のある神父
であったが､同時に病癖持ちとしても知られていた｡この神父はおそらくジョイスが初めて ｢告解｣
をした神父であると推察されるoまた､いわれのない罪で主人公のジョイスと見られる少年に恐怖を
与え､両手を鞭打つなどの体罰を与えたドー ラン神父も､デーリー神父 (Fa也erDaly)の名で実在
する｡しかし､主人公の少年が実際に体罰を受けたか否かの証拠は存在しない｡
ジョイスがクロンゴーズでの生活について回顧録を残していないことから､そこでの生活の実態は
不明である｡しかし､上述のようにジョイスの作品に登場したイエズス会士の多くは実在する｡多く
の場合､彼らについてジョイスが作中で描いた印象は､当時､まだ感受性の強い少年が想像力を駆使
して作り上げたものと考えられる｡
二年間､看護婦と平修道士から個別に世話を受けたジョイスは､1890年9月､8歳の時に寄宿舎に
移され､他の生徒たちと同様に､計算問題､スペリング､地理､ラテン語の基礎､歴史などのテスト
問題が与えられるようになった｡彼は計算問題は不得意であったが､スペリング､ラテン語には卓越
した能力を示した｡
タロンゴーズの存在意義はイエズス会の体系に沿った宗教教育を行うことであり､全てのカリキュ
ラムがそれを核として組まれていた｡当時の記録からはここでの宗教教育が理論 ･実践双方ともに極
めて厳格になされていたことが伺える｡その例として､1890年､ジョイス8歳の時のクリスマス休暇
の直前に､Maynoo也Catechism21の最初から14章までの内容､及び､旧約聖啓から150ページ､デイハ-
ベの教義問答集2から半分など膨大な畳を出題範囲として記憶させ試験を行っていることが挙げられ
る｡ジョイスはスポーツや課外授業には加わらなかったが23､1891年の復活祭では演劇に参加してい
るo総体的に彼は､従順で礼儀正しく真面目な少年であった2㌔
著者は以上の神父の他､r若い芸術家の肖像Jに登場する友人たちの名を丹念に調べ上げ､実在が
判明した場合､その人物像を追い説明を加えている｡
ジョイスのクロンゴーズでの一日は､朝6時起床､礼拝､聖体拝領､学習､夕刻9時の晩棒で終わ
る｡イエズス会にはAdMaioremDeiGloriam(｢イエスのより偉大な栄光のために｣)との標語があり､
教師たちには生徒たちに ｢良きイエズス会士｣としての模範を見せる義務があった｡そうした中､毎
日彼らの説教を聞き､その立ち居振る舞いを見て育ったジョイスは彼らの禁欲主義的な生活にあこが
れることもあったであろう｡しかし､クロンゴーズでのジョイスは未だ少年であり､決断の時期まで
zl枢機卿が1775年に本来の教理問答典に修正を加え､アイルランドの国で使用されるものとして1882年に採用さ
れたもの｡
2 Deharbe.Joseph.S J.AflLLCaEecJuslnOftheCatholicReligl'0〃.TramsFromGermanbytheRev.Jolm
Fander.NewYorkTheCatholicPublicationSociety,1875
LBJoyce.Stanslaus,MyB'other'sKeej'e(-)amesJoyce'sEarlyYears.DaCapoPress,1958,p.64.
弟スタニスロー スの｢兄はスポーツでは目立つ存在だった｣とする回常緑の記述とは異なる｡
-～ lbid.p.4&
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は多くの歳月が残されていた｡
1891年春､9歳の時､ジョイスは病気にかかり外部の医者の診療を受けるため自宅に戻されている｡
しかし､同年の秋にはまたクロンゴーズでの生活を始めている｡記録では､その後ジョイスが同校に
在籍したのは､2-3週間に留まり､同年クリスマスを前に退学となっている｡その理由として著者
は､病気の再発､あるいは､父親の経済的苦境､あるいはその双方を原因としている｡その後､学校
から学費の請求書が父親宛に送付されているが､支払われた記録はなく､10年経過し､再度､請求啓
が送付されているが宛先人不明で戻されているOその学費は今日に至っても未納となっている.
ジョイスがタロンゴーズから精神的に受けた影響は計り知れず､r若い芸術家の肖像｣の中で多く
のページを割き､そこでの出来事を昏き記している｡ストー リーは事実からの禿雛は見られるものの､
基本的な精神や基調は忠実に表現されている｡ジョイスがクロンゴーズから得た影響は生涯失われる
ことはなく､1904年､22歳の時､国外脱出後のジョイスは友人に ｢タロンゴーズ時代を振り返ると､
教師達に世話をいただいたことには尊敬と感謝の念を持っている｣25と語っている｡
第二章 ｢ベルベデイアの奨学生｣
ベルベデイア･カレッジの建物は､1786年､ベルベデイア伯爵ジョージ･ロツチフオート (George
RochLort)の邸宅としてダブリンのグレート･デンマーク･ストリート (GreatDenmarkStreet)に
建設されたものである｡1814年にロッチ7オートは没し､その後､1841年にこの建物はイエズス会の
所有となっている｡
ジョイスのベルベデイア ･カレッジ入学は､タロンゴーズの校長でありベルベデイアの校長として
の就任が決まっていたコンミー神父とジョイスの父親が町で偶然に出会い決められたものである｡
ベルベデイアの履修科目の構成は､他のイエズス会教育施設とほぼ同様であった｡しかし､タロン
ゴーズとベルベデイアの決定的な相違は､前者の教育が経済的に恵まれた階層の子息向けのもので
あったのに対し､後者のそれは､それほど恵まれていない家庭の子弟に対する必要不可欠な情報の提
供にあった｡ベルベデイアに入学した11歳のジョイスはこれまで属していた社会階層と全く異なった
階層の生徒達との遭遇に､少なからずショックを受けていたことと考えられる｡そうした中でもジョ
イスはイエズス会の教育方針に沿って､真艶かつ横極的に与えられた学習に取り組んだが､彼の脳衣
にはクロンゴーズ時代のプライドが渦巻き､徐々にそれが苛立ち (irrltation)となり書林されていっ
たと考えられる｡
25Joycean10ngtheJesultS.p59
"工nhismatureyears.setledwithhisfaLmuylnTriesteandlookingbackonhisdaysatClongowes,hestiufelt,
ashish･lendSvevoReports.admlratlOnandEradtudeforthecareofhiseducators-I
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ジョイスはクロンゴーズ時代の1898年､16歳の時に､古代ローマの詩人ホラティウスの詩26を英訳
している｡この翻訳には､ジョイスの言葉の選択の正確さ､優美さ､巧みさが顕著に見られ､彼が後
に天才作家と進化して行く素質が伺える｡こうした才能が開花する原点はベルベデイアの授業方式に
あった｡
イエズス会の教育の最大の特徴は､読解､翻訳､解明､構造分析､習得の五つの段階から構成され
た ｢講義｣方式にあったOこの方式の実践のために､教師はまず､詩を正確な大きな声で生徒たちに
読み聞かせ､その詩の持つ感情を伝え､ラテン語に翻訳し､難解な箇所を詳細に説明し､質問に答え
る｡その後､その詩の持つ歴史的､文学的､伝記的､政治的､宗教的な背景や意義などを説明すると
いったものであるOこうした訓練には､文字や文章についての正確さを生徒に求め､それに拘る､い
わゆる完壁主菜を養成する狙いがあったOさらに､｢反復｣と｢記憶｣の学習方法もこれに加えられた.
この方法は学習速度の遅い生徒たちに特に有効とされたが､ジョイスはこの方式をフルに活用し､言
葉の韻や律動などを記憶 ･反復することで､言語の持つ豊かな表現力を習得していったOそこから得
た彼の知識は後の rフイネガンズ ･ウェイクJに､言葉を知り尽くした故の作品として反映されてい
く｡
他方､ベルベデイア･カレッジは､独創性 (originality)を育むことについては､異端や放掛 こ繋
がるとして反対の立場を採っていた｡ジョイスが作中で取り上げているベルベデイアのイエズス会士
には､テ-ト先生 (Mr.Tate)の名で登場する英語教師のデンプシー先生 (Mr.Dempsy)がいるが､
彼は授業中に ｢作文に異端が見られる｣と公然と指摘し､ジョイスをたじろがせた｡しかし､デンブ
シ-先生はジョイスを高く評価し､彼の作品の初めての肯定的な批評家として､卒業後も参考資料を
送付したり､作品を大学誌に掲載するよう促したりした人物でもある｡
また､もう一人､ラテン語教師のヘンリ一神父がいる (FatherHenry)｡彼はジョイスに英語の詩
をラテン語に翻訳させ､彼の奨学金獲得に功績のあった人物である.ジョイスはヘンリー神父とは公
的な関係だけではなく､将来についての相談をするなど､私的にも大変友好な関係を保っていたよう
であるOヘンリー神父については次のような逸話がある｡生徒に間違えを指摘したところ､逆に生徒
払 JoyceamongtheJesuits.p.75
Horace.Ode.3.13:ラテン語O∫onsBandusiae.splendidioruitro.dulcjdlgneneronOnSinenorlbus,eras
donaberishaedo.cutfronsturgidaornibusprimsetueneremetproeladestinat:frustra:nangelidos
ln丘ciettibirubrosanguineriuos.lascluisubolesgregisTeflagrantlSatrOXhoraCaniculaenescittangere,tu
h-igusamabilefessisuomeretaurispraebesetpecorluagO.FleSnObiliumtuquoquefontium.medicentecauis
impositamilCemSaXisundeloquaceslymphaedesiliunttuae.
ジョイス英訳:BrighterthanglassBandusianspringformeuowwineand丑owersmeet,Themorrowtheea
kidshallbringBodingofrivalryandsweetLoveinhjsswelingformslnvainHe.wantonoffspring.deepshal
stainThyclearcoldstreamswithCrimsonramTheragugdogstar-sseasonthou.Stilsafefromlntheheat
ofday.Whenoxenwearyoftheplough Yieldstthankfulcoolforherdsthatstray.BeofthenoblefountsHsing
Theoaktreeo'erthineechoingCrags,thewatersmurmuring,
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から間違いを指摘され､生徒に課すはずであった罰則を自ら受け､放課後､一人教室に残り司祭の丁
寧な筆順で何百回も正解を昏き写した｡こうしたことから彼は､生徒から絶大な信頚と尊敬を集めて
いたという｡
しかし､ジョイスのベルベデイア ･カレッジでの修道士との交わりは､クロンゴーズでのそれとは
異質のものであった｡それは､クロンゴーズは寄宿舎制度を採用しており､ジョイスは早朝より就寝
まで司祭たちの監視下に置かれていたのに対し､ベルベデイアでは通学制が敷かれていた｡このため､
彼はより自由を感じたであろうし､強い独立心を示すようになっていった｡しかし､学校が終わり家
路に戻るジョイスには､確かに肉体的な自由はあったが､タロンゴーズの思い出とそこで学んだ精神
が彼の心の中に強く存在した｡
ベルベデイアでのジョイスには上述のヘンリー神父以外に心を通わせるような神父は存在しなかっ
たのではないか｡このためか､作品の中でもクロンゴーズ時代の教師達と異なりベルベデイアの教師
達は影の薄い存在に留まっている｡
こうした中､学問の分野でジョイスは徐々に頭角を現わしていった｡特に語学関係の科目では卓越
した能力を示し､英語では作文コンテストで全国の3人の受光者の内の-人となり､ラテン語では優
秀斑を受Ti'するなどした｡他方､化学や物理学といった理系分野は不得意であったが､ベルベデイア
のイエズス会士たちは､この極めて才能のある生徒の存在を強く意識し､通常の授業に飽き足らない
ジョイスのため､他の生徒とは別に課題を与えるなどしていたものと推察される.
第三章 良心の珂責27
ジョイスの母親はカトリック教に対して揺るぎない信仰心を持っており､ジョイスが聖職に付 くこ
とを強く望んでいた｡ベルベデイア ･カレッジも彼女と思いを一つにしていた｡また､ジョイス自身
もイエズス会士の道を考える時期があった｡
ベルベデイア･カレッジでのジョイスの成続は極めて優秀であったo彼は一般の科目だけではなく
宗教科目も真剣に学び､1896年､14歳の時､学内の信心会の監督生3人の内の一人に選出されたO監
督生への就任はイエズス会の学校での最高の名誉とされ､同時に,彼の卓越性が校内で公認されたこ
と､生徒たちからの人望を典めていたことを伺わせる証でもあった｡監督生には他の生徒達への模範
27rユリシー ズJからの引用｡JesuitBarkandBiterBite.JesuitBarkとはキナノキ属高木の薬効のある樹皮の意
味を持つ｡ジョイスはJesultBark(薬効成分のある樹皮とイエズス会士の叫びの双方の意味を持つ)にBitter
Bite(良心の珂安)を比聴的に使用したと考えられる｡
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を示す役割があり､ジョイスは自ら率先してミサに参列し､また､｢静修｣28にも参加し (ジョイスは
ベルベデイア時代に少なくとも5回参加している)､告解をし､聖体拝領を行った｡この監督生の役
割を彼はベルベデイアを卒業するまで二年間務めた｡こうした役割を通じてジョイスはしばしば校長
ヘンリー神父と接触する機会を持った｡こうした状況の中で､今まで漠然と考えていた聖職者-の道
が彼の中で次第に現実味を帯びていった｡
ベルベデイア時代のジョイスがイエズス会への反抗を示していたとする意見もあるが､イエズス会
の創設者である聖イグナティウス29が､特に ｢服従｣(obedience)を強調していたことから､それを
熟知していたジョイスがこの頃､キリス ト教会に対し反抗を示していたとは考えにくい｡
他方､ベルベデイアはジョイスに聖職への道の可能性を打診するが､彼は司祭の道は魂の死を意味
することと考え､それより ｢生きること､間違いをすること､堕落すること､打ち勝つこと､命から
命を再び創造すること､芸術家として生きること｣を決意する｡
ジョイスはそれ以前に売春宿を訪れ ｢堕落｣を経験する｡その経線は次のようなものである｡1897
年､彼は英作文コンテス トで33ポンドという多額のfi'金を獲得するが､間もなくその金を使い果たし
てしまう｡その年､15歳8ケ月にして初めて売春宿を訪れる｡この時､彼はまだベ ルベデイアの学生
であった｡彼は自分の ｢堕落｣した生活に対して秩序を取り戻そうとするが､その努力は不毛に終わ
る｡彼は良心の珂安に苛まれ､学校が主催した ｢静修｣に参加する｡この静修が r若い芸術家の肖像J
のス トー リーの中核を成すが､そこで行われた地獄に関する説教に彼は冷や汗をかき､精神が麻痔す
るほどの恐怖を覚える｡この後､物語は速度を上げて語られ､彼は浜辺で美しい少女の姿を見､その
姿から自身が置かれている世界､生きることの意味､将来の目的などのひらめきを得る｡
2R新カトリック大事典桶碁委月会縮 r新カトリック大事則 研究社､2002年､609ページ｡
｢静修｣とは､人生または毎年の改心･選定を目的とする倶想｡毎月､信仰 ･希望･愛の意識と生活を深め強め
ることをEl的として1日かけて行うもの｡静修日のプログラムは歪的指導者のもとに,一般に (1)聖砂の秘
儀を中心とる豊的講和 (2)隈想､観想 (3)祈り (4)ミサ｡静修は聖戦者･修道士･信徒にとって神との
出会いと自己の活性化のために有意薮であり､推奨されるべき祈りの体験とされる｡
29同fTut､408ページ｡
イグナティウス･デ･ロヨラ (IgnatiusdeLoyola,1491-1556):里人｡スペインのバスク地方､ロヨラ城で生
まれる｡1523年､32歳の時にエルサレムに巡礼し､1525年から10年間 (34歳-44歳)､アルカラやバリなど各地
で勉学を掛ナ曹学､神学を修め､パリ大学で哲学の修士号を得る.この間にr歪操Jを爵某し､人々を導いた｡
それにより同士を得､その中にはフランシスコ･ザビエルがいる｡1541年､イグナティウスはイエズス会の初
代総長となり､生産その地位に留まる｡全寮の軽草や後のグレゴリアナ大学などイエズス会学院の原型ともなっ
た学院を設立した｡
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第四章 ステイ-ヴンス ･グリーゾ 0
ジョイスは､1898年6月､16歳の時､ベルベデイア ･カレッジを卒業する｡それと同時に彼のイエ
ズス会からの教育は完壁にはほど遠いものの､事実上終了したと考えられる3).その後､同年9月､ジョ
イスはユニバーシティー ･カレッジ ･ダブリンに入学し､4年間通学する｡
ここで著者はアイルランドの高等教育史について考察するが､端的に言えば､アイルランドの国の
歴史同様､その高等教育史もまた ｢悪夢｣であったと述べている｡
アイルランドには､1592年にイギリスのエリザベスⅠ世により創設され高等教育を授ける唯一の大
学としてトリニティ一 ･カレッジ ･ダブリン (TrinityColege.Dublin)32が存在していた.この大学
には単に教育指導を行うという目的だけではなく､アイルランドのカトリック主義からイギリスのプ
ロテスタント主義を守るという､いわゆる知的防衛手段としての役割が課されていた｡トリニティ一･
カレッジは､17世紀から18世紀にはその威容を誇っていたが､19世紀に入ると旧来の指導方法､指導
内容についてアイルランドのプロテスタントでさえその効用と目的に疑念の目を向けるようになって
いたOトリニティ一 ･カレッジは､イギリスのオックスフォード大学､ケンブリッジ大学の形式に準
じており､表面的にはイギリスの大学と何ら変わらないように見うけられたが､それらの大学との決
定的な違いは､ トリニティ-大学がカトリック教徒が人口の大勢を占めるアイルランドに位置したこ
とにあった｡そしてこれが､多くのアイルランド人が トリニティ一･カレッジに敵意を抱く原因となっ
た｡
1871年にアイルランド国教会が廃止され宗教の自由が認められるようになると､カトリック教徒に
もトリニティ-大学への門戸が開かれた｡しかし､入学には枢機卿の許可が必要とされたため学生数
は限定的であった｡こうした中､アイルランドの指導層は国家の指導者育成のためアイルランド独自
のカトリックの大学の必要性を強く認識するようになっていった｡しかし､それ以前､1845年に勃発
したじゃがいも飢健や政治問題などのため教育問題は後回しにせざるを得なかった.
19世紀前半に､イギリスのロバート･ピール首相はアイルランドで勢いを増していた自治問題をか
わすべく大学問題 (TheUniversityQuestion)に議論を振 り向けたOピー)i,首相の構想では､ダブ
リンにクイーンズ大学 (Queen■sunlVerSity)を設置し､そこに多くのカレッジを連結させ大学-の
進学試験に備えさせようとするものであった.それは､オックスフォード､ケンブリッジといったも
のではなく､1836年に創設させたロンドン大学 (UniversityofLondon)に類似した実利的､非宗教
的な大学を目指したものであった｡
30stephen.sGreen(ステイ-ヴンス･グリー ン)はダブリン市内の公園でもあるが､UniversityCouege,Dublin
の所在地がNo.86Stepherl●sGreenでもある為､ステイ-ヴンス･グリー ンの名は大学の代名詞ともなっていた｡
3lJoyceamongEleJesuits.p.148
32 トリニティ一･カレッジ (TrinityColege.Dub血)は1592年にエリザベスⅠ世の勅令によって入植者･官吏･
国数会子弟の高等教育のために設立された.オックスフォー ド大学やケンブリッジ大学と並び､英語圏最古の
7大学の一つChtp://Ja.wikipediaorg/wiki(検索日:2011年10月1日)
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時のアイルランドの枢横卿はこの提案に反対 したが､この反対には､｢イギリスに対 しここでもア
イルランドの非妥協的姿勢を見せる｣という反対のための反対という意味も含まれていた｡アイルラ
ンドの聖戦政治 (hierarchy)はイギリスの ｢神なき大学｣(godlesscoueges)の構想を強 く非難 し､
それに取って代わるカトリックの大学の創設を目指すようになっていった｡そして､1854年6月に｢博
愛の精神を基盤とし信仰の上に築かれた希望の機関｣(Aninstitutionofhope,foundedonfaith.on
thebasisofcharity)の標語を掲げたニューマン枢機卿3が稔長 (rector)となり､アイルランドによ
うやくカトリック大学 (CatholicUniversity)が設立されたOニューマンはオックスフォー ド大学の
少人数教育システムに (tutorialsystem)､教授 (teaching)､講義 (lecturing)を加味した大学の実
現を目指した｡しかし､当初からこの大学の危うさが懸念されていた｡それは大学が住宅や商業施設
と隣接する建物に置かれ34､大学としての設備も不十分であり､さらに､政府がこの大学に学位授与
資格を付与 しなかったことにある｡結局､学生数は40人に留まり､カトリック大学は創立から27年後
の1879年までの短命に終わったO
その翌年､1880年にロイヤル ･ユニバーシティー (RoyalUniversity)35に関する法令が発布され､
上述のカトリック大学を母体とした新たな大学､ユニバーシティー･カレッジ･ダブリン (University
couege.Dub血)36が創設された｡1883年になるとユニバーシティー ･カレッジの経営にイエズス会
が乗り出すことになり､彼らは高等教育の分野でもカトリック教育を行おうと計画した｡ しかし､政
教分離により､その数学要綱 (RatioStudiorum)の適用さえも叶わず､また､科 目編成に係わる自
由裁量権も付与されていなかったため､カトリックの教科を盛 り込むことが出来なかった｡また､専
攻科目と副専攻科目との明確な区別もなされない等､多 くの欠陥を浮上させていた｡この大学が後に
ジョイスが通学した大学となるが､ジョイスは ｢現代言語｣(modernlanguages)を専攻 したものの､
フランス語､イタリア語と同数の単位を物理学や生物学などの課目で取得 している｡後になって､ジョ
イスはイタリアの語学学校での英語教師の求人に応募したが､単位不足が理由で不採用となっている｡
3 JohnHenryNewTnan(21February1801-llAugust1890).
ユニバーシティー･カレッジ.ダブリンの前身であるダブリン･カトリック大学の初代学長 (1852-1853).
1852年の学長選挙の際行った演説が細められて r大学の理念Jとなった｡ニューマンの散文は若き日のジョイ
スに生涯大きな影響を与えた｡また､ニューマンが創設した文学歴史協会 (LiteraryandHIStOrlCalSociety)
にジョイスは椛極的に参加し､1899年には実行委員会の委員となっている｡
}1 No86Stephen-sGreeEl(ステイ-ヴンス･グリー ン86番地)｡
35TheRoyalUniversltyOflrelandwasdleSuccessortOtheQueenlsUniversityoflreland,dissolvedin1882,and
thegraduates.professors.Studentsandcolegesofthatpredecessorweretransferredtothenewuniversity
ltwasfoundedinaccordancewiththeUnrversi&Education(Ireland)Act1879asanexamininganddegree
-awardinguniversitybasedonthemodeloftheUniversityofLondon.htp://en.wikipedla.Ore/wiki/RoyaL
UnlVerSity_OLIreland(検索日:2011年10月1日)
36ユニバーシティ･カレッジ･ダブリン(UniversityCouegeDublin,UCD)アイルランドで最大の稔合大学である｡
1854年設立のカトリック･ユニバーシティー･オブ･アイルランドを母体に1880年にUCDとなり､現在､ア
イルランド国立大学 (NationalUniversityofkeland)を構成する大学の1つである｡htp://)a.wikipedia.org/
wiki/(検索日.'2011年10月1日)
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また､ジョイスは r若い芸術家の肖像Jの中でしばしば授業に遅刻していたことを明かしているが､
遅刻は単位取得の障害にはならなかった｡加えて､学習内容のレベルの低さも目立ち､ジョイスのよ
うな才能のある学生にとっては､授業-の魅力が感 じられず､次第に彼は､｢知識は独学で得るもの｣
と考えるようになっていったと推察する｡
以上のような欠陥に加えて､イエズス会の大学運営に関する能力不足が目立ち､結果として､イエ
ズス会が経営に係わった1883年～1909年の間､彼らは大学を運営するというより､教育の管理者とし
ての地位を保つに留まった｡
一方､1901年11月27日に大学でトマス ･アクイナス学会 (AcademyofSt.ThomasAqumas)が
開かれたが､ジョイスは参加した少人数の学生の内の一人となった｡当日の議事録には, トマス ･ア
タイナスの第-原理､｢変化せず､変化できないもの｣("Unchangingandunchangeable-FlrSt
PrinciplesofSt.ThomasAquhas')に関する講義や､｢それ自身が目的としての美の概念｣("The
ConceptionoftheBeautifulasan endinitself'､｢近代の様式｣と ｢思考の内なるもの､且つ､外に
あるもの｣(A-Modernstyle"and"an innerandanoutersideofthought")と題した議論が行われてい
たことが記されている｡このテーマは大学在学中､そして卒業後もジョイスのテーマとなったが､こ
のように彼は授業ではなく課外授業に参加することで自らの知識欲を満たしていったものと考えられ
る｡
一方､ジョイスは r若い芸術家の肖偉Jの中で､学生時代にアクイナスの美学から ｢応用アタイナ
ス論｣(AppliedAquLnaS)を導いたと述べている｡また､詩の中で ｢我が魂の強さは老アタイナスの
門 (SchoolofoldAquinas)37で鍛えられた｣とも語っている.すなわち､ジョイスはイエズス会が経
営に係わっていた当時のユニバーシティー ･カレッジでの四年間を●`アクイナスの門"と捉え､哲学
に没頭していったのであり､ジョイスがスコラ哲学に没頭できたのも､ユニバーシティー ･カレッジ
の中でのイエズス会士たちの存在があってこそなのである｡
他方､JoyceandAqumasの著者､ウイリアム ･ヌーン氏38は ｢当時のユニバーシティー･カレッジ
にはスコラ哲学の授業はなかった｡このためジョイスは教義問答集や説教､小説や詩などの解釈など
によって間接的にアクイナスの思想を学んでいった｡したがって､ジョイスのトマス主義は大学のカ
リキュラムから学んだというより､大学の環境から得たものである｣と主張している｡しかし､当時
のイエズス会の記録によると､大学には形而上学の教授フインレー神父 (FatherFinlay)がおり､
彼は1901年に同じく形而上学の教授となったダーリントン神父 (FatherDarlington)に交代してい
る39｡またジョイスの時代に､MentalandMoralPhilosophyと遺した科目があったOこうした記録を
37Joyceaw10ngtheJesuils,p.164.｢老アクイナスの門で鍛えた我が魂の強さ｣(Thestrengththatmysoulhas
Steeledinthesch∞lofoldAquinas.)｡このジョイスの詩は∴'TheHolyOfice-■の中に記されている｡
3BNoon.WiluamT.S J.Joycea71dAqunLaS.YaleUniversityPress,1957.
39著者はそれ以前にこの教科が存在していたことを示唆している0
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見ると､ヌーン氏の ｢ジョイスが哲学を一人で大学などの環境から学んでいった｣とする見解に全面
的な妥当性は見られないOまたJamesJoyce(｢ジョイス伝｣)の著者､ハ-バート ゴ-マン (Herbert
Gorman)氏が畑､｢大学時代のジョイスはラテン語を介しアリストテレスに没頭していった｣と述べ
ていることからもヌーン氏の主張には若干疑問が残る｡
ジョイスは幸運であった｡それは､20世紀が近づくと ｢たとえ､数える者がいなくとも､幾多の情
熱を持ち､偏見を持たず､鋭い観察力を持った若者達が - ･互いにつどい､学びあう大学｣という
ニューマンの理想に合致した若者達が､ユニバーシティー ･カレッジに結集してきたことである.彼
らがジョイスの人生にとり大きな財産となっていくのである｡
Ⅱ.本書のジョイス研究史上の意義
以上､ケヴイン･サリバン氏 (KevlnSullVan)著､JoyceamongtheJesuitsrイエズス会士に囲ま
れたジョイスJの第四章後半､及び､第5章を除く章を要約 ･紹介した｡次に､本音のジョイス研究
史上の意兼について考察する｡
本皆はイエズス会の道営する教育施設におけるジョイスを措き､如何にそのキリスト教観が形成さ
れていったかを事実に基づき論考したものである｡今回の考察から以下のことが明らかになったO
① ジョイスの初期作品 rダブリンの市民Jについて､ジョイスはこの作品は自身の経験をもとに昏
いたと語っているが 1､著者サリバン氏はその根拠と見られる多くの事実を提示したOその一例に､
本音の第一章において､クロンゴーズに ｢女性のようにふくよかな白い手に長くとがった爪をし､些
細なことでも震え｣42と倒錯をうかがわせる神父が実在したことを挙げている｡rダブリンの市民Jの
冒頭の作品 ｢姉妹｣には､奇妙で不気味でやはり倒錯をうかがわせるような神父 (プリン神父)が登
場するが､ジョイスはおそらくこのクロンゴーズの神父をフリン神父と重ね合わせたものと推察する｡
② ジョイスは言葉の魔術師といわれるが､彼の言語-の執着は rユリシーズJ､rフイネガンズ･ウェ
イクJに特に顕著である｡著者は､こうした才能はベルベデイア時代の教育方針により進化を遂げて
いったものであり､ベルベデイア時代の教育なくしてジョイスの精神､才能の開花を語ることはでき
ないと述べている｡後にジョイスが ｢イエズス会の教育には感謝している｣43と語るが､こうした学
習方式への感謝もそこに含まれていたのかもしれないO他方､ベルペデイア ･カレッジが生徒達の独
10 Gorman.Herbert,JamesJoyce.NewYork,Rinehart.1939.
4'Joyce.James.SelectedLetersofJamesJoyce.ed.Eumann,氏,TheVikingPress,Inc.1957.p.77.
12 本論5ページ参照｡
13 Joyceaw101gtheJesultS.p.59.
JamesJoyce.ALecturedeliveredLnMilanln1927byhisFriendItaloSvevo,trans.ByStanlSlausJoyce.
工nhismatureyears,setledwlthhlSfamilyinTriesteandlookingbackonhisdaysatClongowes.hestilfelt,
ashisfriendSvevoReports,admirationandgradtudeforthecareofhiseducators･
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創性を育むことについて反対の立場を採っていたことは､ジョイスの自由を希求する精神4に逆行す
るものであり､本書においてこうした事実が明らかにされたことは､ジョイスの人物像を形成する上
で極めて重要である｡
(勤 ベルベデイアは通学制度を採っていたため､ジョイスとベルベデイアの神父たちとの交涜はクロ
ンjL ズのそれとは異質なものであった.このため､クロンゴーズの精神は生涯ジョイスの心の中に
在り､ジョイスに影響を与え続けたという記述は極めて説得力がある｡
④ ジョイスが ｢一切のキリスト教を拒絶する｣45と断言していることから､一見､ジョイスには教
会関係者との良好な関係は存在しなかったとも考えられるoLかし､本番から､特にベルベデイア時
代にはジョイスの才能にいち早く気付き､ラテン語の詩を翻訳させ､彼にTrを取らせた神父､ジョイ
スの作品の公開を強く促した神父､彼の将来を気遣ってくれた神父､ユーモアや温かみのある神父な
どの存在が明らかになったoこのため､ジョイスの教会への憎悪の根源のさらなる解明が求められるO
⑤ 著者はイエズス会の創設者である聖イグナティウス46が､特に信徒に ｢服従｣(obedience)を強
調しており､それを熟知していたジョイスがベルベデイア時代にイエズス会への反抗を示していたと
することは考えにくいと記している｡ならば､ジョイスが教会への憎悪を抱き始めた時期は､ユニバー
シティー ･カレッジ･ダブリンへの入学後のこととなるのであろうか｡この点についてもさらなる調
査が求められる｡
⑥ ジョイスの ｢堕落｣の原因には極めて複雑､且つ､複合的要因があったと考えられる｡その主な
ものとして､父親の失職による家族の社会的階層の低下､それに伴う貧困地域への転居､父親の飲酒
と母親への暴力､母親のほぼ毎年の出産､ジョイスは10人兄弟の長男であったため相当な資任を感じ
ていたであろうこと､学校で暫いた作文が異端であると指摘され強烈な恐怖を味わったこと等が挙げ
られる｡今回､本番からジョイスが監督生を務め､ミサや告解への横極的な参加がほほ義務化されて
いたことが明らかになった｡こうした一連の状況は､思春期で自由な精神47を求める多感なジョイス
にとって大きな心の負担 ･フラストレーションになっていったと推察される｡まだ16歳にも満たない
少年が売春宿通いをするような事態の妾に､このような背景があったことを考えると､本書からジョ
イスの深い苦悩を垣間見ることが出来､極めて意義深い｡
⑦ イエズス会はユニバーシティー .カレッジ ･ダブリンの運営において独自の数学要綱を採用でき
ず､宗教教育を行うことが出来なかった｡したがって､ジョイスのイエズス会からの教育は､事実上､
4 Joyce.Stanislaus,MyBrother;Keebey.p.107.
6 本論 ｢序｣参照｡
鵜 本論 ｢第三章｣参照｡
17本論 ｢序｣参照｡兄はだれよりも徹底して虚偽を憎悪し､個人の自由を信じた｣(Hedetestedfalsityand
beLievedinindivdualfreedom.)
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ベルペデイア時代に終了したと著者は断言している48｡他方､JoyceandAquinasの著者､ヌ-ン氏
(wiliam Noon)は､ジョイスは大学時代にもトマス .アクイナス学会 (AcademyofSt.Thomas
Aquinas)に参加するなどし､課外活動でイエズス会士である教師たちから教育を受けていた､と記
している｡したがって､ジョイスのイエズス会からの正確な教育期間については､今後､調査が求め
られる｡
⑧ ジョイスがアリス トテレスやアクイナスについて独学に練る傾向を強めていった理由を､大学の
課目縞成上の困難がその背景にあったと記されていることは大変興味深いO
(9 ジョイスが国外に脱出し､ トリエステで英語教師の職を求めたものの不成功に終わったことは､
伝記により既に明らかにされている490本番では､その具体的理由を大学教育における単位不足が原
因であると記している｡また､その背景にはアイルランドの教育における政教分離問題があり､ジョ
イスがそうした事情を納得していたという話は大変説得力があり､興味深い｡
⑳ ジョイスが､しばしば大学に遅刻し∽尊大な態度を見せていたことは､自身の自伝的′J､説とされ
る r若い芸術家の肖像｣からも明らかである｡本番では､当時､ユニバーシティー ･カレッジは開設
後の時間も浅く､授業のレベルも低 く､遅刻が単位取得への障害にはならなかったことがその背景に
あったとしている｡ジョイスの尊大さは､イェイツなど-の態度など51を考えると拭えるものではな
いが､著者の記述はジョイスの行動を若干正当化するものでもあり､真のジョイス像を形成する上で
貴重である｡
結論 JoyceamongtheJesu2'ts,『イエズス会士に囲まれたジョイス』
-ジョイス研究史上の意義にをめぐって｡
ジョイスの ｢自伝｣と呼ばれるものは存在しない｡しかし､彼の代表的な ｢伝記｣としては､ハー
バート ゴーマン著52JamesJoyce(1939年発行)､そして､リチャード･エルマン著 JamesJoyce53(1959
年発行)の二冊がある｡どちらの伝記もジョイス自身や親族から情報の提供を受けるなどしており､
研究史上､極めて重要である｡この二冊の内､現在では内容の広範さ､詳細さなどからエルマン教授
l`d本論 ｢第四牽｣参照｡
JoyceandAqut'nasの著者､Noon氏は､ジョイスは大学時代にもトマス･アクイナス学会に参加するなどし､
課外活動でイエズス会士である教師達から教育を受けていたと記している0
49 Elmarul,Richard,JamesJoyce.OxfordUnlVerSityPress.1983.p,185.
50Joyce,James.APortraitoftheArEIStaSaYou"gMan,JamesJoyce.p,137▲
5'El血am,RIChard.JamesJoyce,p.101:作家ジョー ジ･ラッセルはジョイスとイェイツの出会いについて次のよ
うに記している｡｢イェイソに言われジョイスは自身の詩を朗読した｡イェイツは彼の詩に対して評を述べたが､
それに良い印象を受けなかったジョイスは､私たちは出会うのが遅すぎた｡私があなたに彩甘を与えるにはあ
なたは年をとりすぎている､と語った｣と｡
52 HerbertShermanGorman(1893-1954)ジャー ナリスト､批評家で作家｡
53RIChardElmam,オックスフォー ド大学､ハーバード大学などで教鞭を取る傍ら､伝記作家としてジョイスの
みならず､イェイツの生涯を措く ｡1969年にオスカー･ワイルドの伝記を出版しビュリツア 貨ーを受A-0
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のJamesJoyceがジョイス研究上のバイブル的存在となっている｡
こうした中､本書､JoyceamolgtheJesuitsrイエズス会士に閉まれたジョイスJのジョイス研究
史上の価値については､以下のように結論づける｡
まず､伝記としての価値であるが､著者が語るように54本杏もまた伝記的な流れで論考がなされて
いる｡しかし､上記二冊との決定的な差は以下の点である｡
① 上記二冊の伝記がジョイスの一生を考察対象期間としている一方で､本杏はジョイスがイエズス
会から教育を受けた期間のみを対象としている｡
(参 著者は ｢本書と他の研究番の違いは､本番が事実のみを収集し分析対象とした点である｣と記し
ている｡実際､本音が調査対象とした資料には､1886年に発行され､おそらくジョイスの父親が参考
にしたであろうクロンゴーズ ･ウッド･カレッジの入学案内沓5､ジョイスのべ)t'ベデイア ･カレッ
ジ時代の成結未など貴重な資料が含まれている｡
③ 本皆は上記二冊とは異なり､他の研究番の論点を引き合いに出し､それらの主張との離解が見ら
れる場合には､丁寧に説明を加え著者自身の主張の安当性を展開している｡
他方､以下が疑問点である｡
① ジョイスは､1888年､若干6歳7ケ月でクロンゴーズ ･ウッド･カレッジに入学したというが､
通常､児童の受け入れは9歳からであったと著者は記している｡では､どのような理由からジョイス
は他の児童より2歳5ケ月も若くタロンゴーズへの入学を許可されたのであろうか｡弟､スタニスロー
スの回顧録には､｢兄が早熟 (precocity)であったため､9歳の入学年齢に満たなかったが入学が許
可された56｣とあるOしかし､著者は当時の幼いジョイスには特に目立った才能は見られなかったと
記している｡ならば､この ｢早熟｣とは一体何を指すのだろうか｡調査が求められるところである｡
(参 ジョイスは､8歳になるまで体格の勝る年上の生徒たちとの接触がないよう特別な扱いを受け､
保健室の一重をあてがわれ､平修道士､看護婦の個人的な世話を受けたと記されている｡では､ジョ
イスが他の子弟と異なったこのような待遇を享受出来た背景には､一体どのような経緯があったのだ
ろうか､調査が求められる｡
③ 8歳になり一般の少年達の住む寄宿舎に移されたジョイスには､他の生徒と同様の試験問題が課
されるようになったと著者は語る｡しかし､突如､8歳にして他の生徒と同等の問題に挑むことが出
来た背景には､一体何があったのであろうか.ジョイスの面倒を見た平修道士は主に雑用係であった
ようだが､他に特別な教育指導係が当てられていたのだろうか｡また､どのような教育がなされてい
54本番の伝記的要素については､本論 ｢序｣を参照｡
5 ジョイスは､1888年に入学している｡
56JoyceamongtheJesu'ts,p.14.-Joyce,StanlSlaus,JanLeSJoyce:AMemoir.TheHudsonReview.p.487
"Duetohisprecocity,hewasadmitted-whenbarelytuRnedsix.though theminimumagerequirementWas
nine.
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たのだろうか｡解明が求められる｡
④ 1891年7月､9歳の時にクロンゴーズを退学したジョイスは､1893年4月､11歳の時にベルベデイ
ア ･カレッジに入学する｡この間の1年9ケ月の間にジョイスはイエズス会とは全く関係のない公立
学校､ChristianBrothers'Schoolに通学している570ェルマン教授によればジョイスは意図的にこの
記録を公表していない58とのことである｡そのためであろうか､本番にもその言及がなされていない.
本著が取り扱う分野は rイエズス会士に囲まれたジョイスJであるため､この期間はあえて言及しな
いとしたのだろうか｡何れにせよ､ジョイスの教育史の中の1年9ケ月の欠落は､彼の精神史を語る
上で看過することは出来ない｡したがって､今後､この点の調査がなされるべきであると考える｡ま
た､なぜ､ジョイスはChristianBrothers'Schoolへの通学の公表を蒔賭したのか､その理由について
も､追求されるべきものと考える｡
⑤ 著者とジョイスの弟との情報の甑館がしばしば見られる点｡その例には次のようなものがある.
著者はクロンゴーズ･ウッド･カレッジの記録から､｢ジョイスにはスポーツをした記録がなくスポー
ツは苦手であった｣と記している｡他方､ジョイスの弟スタニスロースは ｢兄はスポーツでも目立ち､
クロンゴーズを退学した時には家のサイドボードが､ハードルなどで獲得した優勝カップで一杯に
なった59｣との記録を残しているOまた､ジョイスのクロンゴーズからの退学を著者は､｢病気の再
発のため､父親の経済的苦難のため､あるいはその双方｣としているが､スタニスロースは､｢父親
の飲酒癖､浪費､借金漬けが高じ資産は次第に抵当に入れられていき､兄はクロンゴーズを辞めさせ
られた｣60と語っている.以上の情報のどちらの信慣性が高いかについては､今後､研究がなされる
べきであるが､本著からはジョイスの弟から発せられた情報に対する不信感が散見される｡しかし､
ジョイスが弟に絶大なる信頼を寄せていたこと､また､弟スタニスロースなしにジョイス文学は存在
しなかったことなどを併せ見るとその情報の重要性については疑いの余地はない｡
総体的に見て､ジョイスのイエズス会士との交わりから､彼の教育史を伝記として捉えようとした
本番の研究資料としての価値は極めて高い｡また､専らイエズス会におけるジョイスの行動から彼の
人物像を形成しようとした研究が現在に至っても管見の限り見出せないことを鑑みると､ジョイス研
究史上､本書の価値は極めて高いと確信する｡
57 Fargnoli.A.NicholasandGiuespie.MichaelPatrick.JamesJoyceAToZ,FactsonFile,hc.,1995,p119.
58Elhann.RichardJamesJoyce.p.35.
39Joyce,StanlSlaus,MyBrother'sKeeper-JamesJoyce'sEarlyYears,DaCapoPress.1958.p.41
伽 Ibid.,p44.
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